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2021年度 第 2回 8月 

京大本番レベル模試 

日本史・採点基準 

単答問題部分 

Ⅰ 中世・近代の資料問題（１点×19＝19点） 

＊許容解など 

特になし。 

Ⅱ 原始～現代の総合問題（１点×20＝20点） 

＊許容解など 

 空欄補充問題。「最も適当な語句を記せ。」という指示が明示されているため，原則別解なし。 

 

Ⅲ Ａ原始・古代の食料獲得と食生活，Ｂ中世の絵画と社会経済，Ｃ沖縄の米軍基地（１点×28＝28点） 

＊許容解など 

特になし。ア～ソは空欄補充問題。「最も適当な語句を記せ。」という指示が明示されているため，原則別解なし。 
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論述問題部分 

◆論述問題・共通の基準◆ 

１．採点基準においては加点要素を，３点のものは太字・アミカケ☐☐で，２点のものは二重線□□で，１点のものは下

線□□で，それぞれ示している。採点に際しては常に前後の文脈に留意する（◎で示した事項，< >内に示した事項

に内容が反していないかを確認する）。例外的対応などについては※で示してある。 

２．歴史用語等（太字で表示）についての誤字，漢字で記すべき語句のひらがな・カタカナ表記，漢数字を含む用語（語

句）への算用数字をもちいた表記は，それが加点要素に直接関係する場合，漢字 1 文字分につき１点減点とするが，

脱字，当て字のある歴史用語等の表記は，非加点。同一語句・文字がくりかえし誤っている場合は，それぞれを減点

の対象とするのではなく，まとめて１点減点とする。加点要素とは直接関係しない箇所に誤字があった場合，減点し

ない。 

３．制限字数を超過した答案については，模試という性質を考慮して対処する。 

◆採点基準上の記号◆ 

１．◎   …前提条件       （例）「◎アメリカ」 

                               「a 第一次世界大戦に参戦した」 

                               →答案例「イギリスは第一次世界大戦に参戦した」 

                                       ◎の内容と整合性がないため非加点 

※◎の内容は答案上に明示されていなくても良い 

２.<    >…前提条件       （例）「a <首相の>浜口雄幸」 

                               →答案例「浜口雄幸蔵相」 

                                       <    >の内容と整合性がないため非加点 

※<    >の内容は答案上に明示されていなくても良い 

３．〔    〕…別表現       （例）「a 益田〔天草四郎〕時貞」→「益田時貞」と「天草四郎時貞」 

４．（    ）…省略可能箇所 （例）「a 遙任(国司）」          →「遙任」と「遙任国司」 

 

Ⅰ 中世・近代の資料問題（１点×１＝１点） 

 

Ｃ (15) 

◆加点要素の合計１点→１点満点◆ 

◎サイパン島陥落が与えた影響 

a 東条英機内閣の総辞職 ………１点以内 

 

Ⅲ Ａ原始・古代の食料獲得と食生活，Ｂ中世の絵画と社会経済，Ｃ沖縄の米軍基地（１点×２＝２点） 

 

Ａ (2) 

◆加点要素の合計１点→１点満点◆ 

◎「アク抜き」が可能になった理由 

a 土器で煮ることが可能になった ………１点以内 

 

Ｃ (12) 

◆加点要素の合計１点→１点満点◆ 

◎新選挙法に反映された指令内容 

a 女性参政権の付与 ………１点以内 
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Ⅳ 日朝貿易の展開，享保の改革と寛政の改革の都市政策（15点×２＝30点） 

 

(1) 日朝貿易の展開（中世） 

◆加点要素の合計１５点→１５点満点◆ 

◎14世紀末の朝鮮半島の変動 

a 倭寇を制圧した李成桂による ………２点以内 

b 高麗が倒されて朝鮮が建国された ………２点以内 

◎日朝貿易 

c <朝鮮半島国家からの>倭寇の禁圧の要求に足利義満が応じて開始された ………２点以内 

d <朝鮮半島国家によって>対馬が倭寇の根拠地とされて襲撃された応永の外寇で中断した ………２点以内 

e 宗氏のもとで再開された ………１点以内 

f 木綿や大蔵経が輸入品だった ………２点以内 

g 蘇木が輸出品だった ………１点以内 

h 富山浦・乃而浦・塩浦の日本人の暴動ののち衰えた ………２点以内 

i 三浦の乱ののち衰えた ………１点以内  

 

(2) 享保の改革と寛政の改革の都市政策（近世） 

◆加点要素の合計１５点→１５点満点◆ 

◎徳川吉宗による改革 

a 享保の改革 ………１点以内 

b <江戸の町政に>大岡忠相をもちいた ………１点以内 

c 広小路〔火除地〕を設けた ………１点以内 

d 町火消を組織させた ………１点以内 

e 目安箱を置いて庶民の意見を求めた ………２点以内 

f 小石川養生所を設けた ………１点以内 

◎松平定信による改革 

g 寛政の改革 ………１点以内 

h 旧里帰農令を出して帰村を促した ………２点以内 

i 人足寄場を設けて無宿人を収容した ………２点以内 

j 七分積金にもとづく町費節約分を江戸町会所で運用して災害時の貧民救済に備えた ………３点以内 


